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7

みたらしだんご
美味しいよ！
みたらしだんご
美味しいよ！

ローソン

茅野信号
セブンイレブン

ATM

〒

1

せせらぎロードせせらぎロード▲

宮川地区
コミュニティー
センター

宮川地区
コミュニティー
センター

ATM

ATM

宮川保育園前
信号

宮川保育園

月とすっぽん

ホテルちの

こかい呉服店

松木寒天

諏訪大社
前宮

宅急便

板倉3階建て、土壁漆喰仕上げの建物。壁の色が黄土色な

のが特徴。色が塗られたのは戦時中といわれています。

板倉4階建て、土壁漆喰仕上の建物。周辺には

水路が流れています。

井上電器

梅月

ベルビア

松木寒天蔵

増木寒天蔵

やまだい

宮川信号

三輪社

JA信州宮川

たんぽぽ歯科たんぽぽ歯科

食事処やまと
フジモリ薬局

丸井伊藤商店

浅川菓子店

宮川食糧
米膳かくい

酒のマルボク酒のマルボク

米屋金物店

MOTO GARAGE
小口医院

カネミツ

諏訪信金
宮川支店

けんしん
宮川支店

ATM 入倉米穀

跨線橋

明治天皇

茅野御小休所

無印良品

長野県寒天水産
加工業共同組合
長野県寒天水産
加工業共同組合

松木寒天蔵増木寒天蔵

中央自動車道中央自動車道

木落し公園

セブン
イレブン

安国寺信号

安国寺西信号

前宮前信号

中央公民館

丸い巨石丸い巨石

丸い巨石 木落し公園
おかめ神社

開運コース 約 1時間

貧乏神神社
茅野駅

茅野駅

イマージ

ホンダカーズ
日の出

ヤナギオート
サービス

ヤジマ理容店

オオミヤプロパン

茅野バス観光

Baking Venus

宮川小
長峰中

長峰スポーツ

スタジオハロー

ながい

勝建エステート

御柱道

木落しからは、諏訪平が一望でき、諏訪湖越

しに北アルプスの山々も眺めることができ

る、まさしく絶好のポイントです。また、背

後には八ヶ岳の美しい山並が見えます。

木落し公園

明治天皇御膳水

3
災いを福に変えるプラス思考の災禍転福。貧乏神神社諏

訪分社。焼味噌好きの貧乏神様は味噌見学工場（丸井伊

藤商店）に降臨された。

貧乏神神社貧乏神神社

4
昭和八年当地の商業者が商売繁盛　家内安全　厄除

け縁結び祈願のために、安曇の松川村より分社して

以来地元宮川商業会がお守りしています。福の神と

しておかめ様があり「笑う門には福来る」として、

心の明るさと癒しを与えてくださいます。

鈿女（おかめ）神社鈿女（おかめ）神社

宮川見所ガイド
上川橋から見える八ヶ岳

四季を通して美しい八ヶ岳の山々を眺める事が

出来ます。この橋のたもとに立ち、自然を眺め

る時安らかな想いと、屹立とした自然の美しさ

に触れる事が出来る事でしょう。

この建物は、昭和の初期、岡谷に在った繭

倉を移築し寒天倉庫として使ってきたもの

です。明治から大正期、岡谷は製糸で栄え

ていました。昭和に入り製糸が下火になる

のと入れ替わるように、ここ茅野では寒天

作りが盛んになっていました。

『かんてんぐら』はそんな背景の中、岡谷

から移築されてきたものです。繭倉として

建てられてから築百年以上と考

えられています。この地域300m圏内に同じ

くらいの規模の「寒天倉」はこれを含め４

棟在りますが、共に岡谷の繭倉を移築した

ものです。寒天倉庫としての役目を終えた

この『かんてんぐら』を、平成21年、多目

的ホールに改装して、現在は音楽をはじめ

とする様々なイベント等で使用していま

す。

6

寒天蔵のある風景
かんてんぐら

西茅野信号
諏訪プロパン諏訪プロパン

マルゴ商店

坂
室
バ
イ
パ
ス

B
宮川

高速バス停高速バス停

デリシア

DCM

オケヤス

中河原信号

宮川

中河原信号

茅野町信号

御柱道
諏訪中央病院諏訪中央病院

東海大付属
諏訪高
東海大付属
諏訪高

イトカン〒C
上川橋信号

6
かんてんぐらかんてんぐら

4

茅野郵便局

2
（法の真水） のりのましみず

明治十三年六月二十三日、明治天皇が巡幸された際に、宗湖庵の井戸か

ら運んだ水を用いてお茶を差し上げたという。由緒あるこの水は、水質

検査の結果特に人間の還元状態の水と同等と判断され名水であると判断

されました。

円通山宗湖寺

御柱祭
日本三大奇祭のひとつ「御柱

祭」は７年に１度開かれる諏

訪大社のお祭り。中でも木落

としという巨木にまたがり急

斜面を滑り下りる様子は圧巻

です。

5
三輪社入り口の案内板にも示される様に

祭神は、大国主命詳しくは 大物 ( おおも

の ) 主 ( ぬし ) 櫛 ( くし ) 甕 ( みか ) 玉 ( 

たま ) 命 ( のみこと ) 、俗称大黒様をお祀

りして在ります。

三輪社

ハーツアートジュエリー

上川橋から眺める八ヶ岳の山々

Click here for English translation map 宮川商業会制作
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茅
野
村
と
間
の
宿

ぶ
散
策
歴
史
旅

ら
り

　
明
治
天
皇
は
明
治
十
三
年
に
民
情
ご
視
察
の
た
め
、
伏
見
宮
・
三
条
太
政
大

臣
・
参
議
寺
島
宗
則
・
同
伊
藤
博
文
ら
を
お
従
え
に
な
り
、
山
梨
・
三
重
・
京

都
地
方
を
ご
巡
幸
に
な
っ
た
。
六
月
十
三
日
東
京
を
ご
出
発
、
甲
州
路
よ
り
諏

訪
に
入
ら
れ
、
二
十
三
日
午
前
十
時
ご
ろ
、
長
野
県
令
楢
崎
寛
直
の
ご
先
導
に

よ
り
蔦
木
宿
の
本
陣
有
賀
源
六
宅
に
お
着
き
に
な
っ
た
。
約
一
時
間
ご
小
休
の

後
ご
出
発
。
今
の
釜
無
河
原
平
岡
で
ご
小
憩
。
こ
こ
よ
り
御
馬
車
を
板
輿
に
替

え
ら
れ
て
富
士
見
町
原
の
茶
屋
の
戸
長
役
場
に
向
か
わ
れ
た
。
こ
こ
で
一
時
間

ほ
ど
お
休
み
に
な
り
二
頭
立
て
の
御
馬
車
で
金
沢
宿
本
陣
白
川
潤
一
郎
宅
に
着

か
れ
た
の
は
正
午
で
あ
っ
た
。
ご
食
事
の
後
、
午
後
一
時
半
ご
出
発
、
茅
野
五

味
和
三
郎
宅
で
ご
小
休
、
こ
の
時
奉
幣
使
を
上
社
に
お
遣
し
に
な
っ
た
。
午
後

五
時
ご
ろ
、
諏
訪
市
旧
高
島
小
学
校
の
行
在
所
に
着
か
れ
て
ご
宿
泊
さ
れ
た
。

明
治
天
皇
ご
巡
幸

　
宮
川
に
あ
る
一
里
塚
は
江
戸
日
本
橋
か
ら
ち
ょ
う
ど
五
〇
里
に
あ

た
り
ま
す
。
手
前
は
茅
野
市
金
沢
、次
は
諏
訪
市
の
四
賀
に
な
り
ま
す
。

甲
州
街
道
と
一
里
塚

茅野村新町一里塚

（日本橋から 50 里 /196.4km）

『一里塚　江戸日本橋より五十里』

大隈流の大工矢崎九右衛門が棟梁となり、本

殿及び覆堂を築堂更に十年の間隔を置いて文

政年間拝殿を建築。又本殿の彫刻は九右衛門

会心の作のみならず、史料的美術的貴重な彫

り物であり観る者に深い感銘を与えてくれま

す。

三輪社

明治天皇小休所の碑
間の宿として
栄えました
間の宿として
栄えました

諏訪高島藩初代殿様『頼水』は上諏訪宿と

金沢宿の間が長いため、茅野村に宿場を造

る (諸役免許 )を作成しました。

甲州道中宿場めぐり

あいのじゅくあいのじゅく

内
藤
新
宿
︵
新
宿
区
︶

下
高
井
戸
宿
︵
杉
並
区
︶

上
高
井
戸
宿
︵
杉
並
区
︶

国
領
宿
︵
調
布
市
︶

下
布
田
宿
︵
調
布
市
︶

上
布
田
宿
︵
調
布
市
︶

下
石
原
宿
︵
調
布
市
︶

上
石
原
宿
︵
調
布
市
︶

府
中
宿
︵
府
中
市
︶

日
野
宿
︵
日
野
市
︶

横
山
宿
︵
八
王
子
市
︶

駒
木
野
宿
︵
八
王
子
市
︶

小
仏
宿
︵
八
王
子
市
︶

小
原
宿
︵
相
模
原
市
︶

与
瀬
宿
︵
相
模
原
市
︶

吉
野
宿
︵
相
模
原
市
︶

関
野
宿
︵
相
模
原
市
︶

上
野
原
宿
︵
上
野
原
市
︶

鶴
川
宿
︵
上
野
原
市
︶

野
田
尻
宿
︵
上
野
原
市
︶

犬
目
宿
︵
上
野
原
市
︶

下
鳥
沢
宿
︵
大
月
市
︶

上
鳥
沢
宿
︵
大
月
市
︶

猿
橋
宿
︵
大
月
市
︶︶

あ
い
の
じ
ゅ
く

駒
橋
宿
︵
大
月
市
︶

大
月
宿
︵
大
月
市
︶

下
花
咲
宿
︵
大
月
市
︶

上
花
咲
宿
︵
大
月
市
︶

下
初
狩
宿
︵
大
月
市
︶

中
初
狩
宿
︵
大
月
市
︶

白
野
宿
︵
大
月
市
︶

阿
弥
陀
海
道
宿
︵
大
月
市
︶

黒
野
田
宿
︵
大
月
市
︶

駒
飼
宿
︵
甲
州
市
︶

鶴
瀬
宿
︵
甲
州
市
︶

勝
沼
宿
︵
甲
州
市
︶

栗
原
宿
︵
山
梨
市
︶

石
和
宿
︵
笛
吹
市
︶

甲
府
柳
町
宿
︵
甲
府
市
︶

韮
崎
宿
︵
韮
崎
市
︶

台
ヶ
原
宿
︵
北
杜
市
︶

教
来
石
宿
︵
北
杜
市
︶

蔦
木
宿
︵
諏
訪
郡
富
士
見
町
︶

金
沢
宿
︵
茅
野
市
︶

間
の
宿
︵
茅
野
市
︶

上
諏
訪
宿
︵
諏
訪
市
︶

下
諏
訪
宿
︵
下
諏
訪
町
︶

　
金
沢
宿
か
ら
、
金
沢
峠
を
越
え
て
高
遠
城
下
に
至
る
道
は
、﹁
伊

那
道
﹂
と
か
﹁
高
遠
道
﹂
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
伊
那
の
人
達
は
﹁
金

沢
峠
﹂
諏
訪
の
人
達
は
﹁
松
倉
峠
﹂
と
呼
び
、大
変
重
要
な
峠
道
だ
っ

た
よ
う
で
す
。

　
こ
の
道
は
、
茅
野
村
か
ら
は
、
坂
室
の
山
の
神
の
前
の
道
を
登
っ

て
行
く
と
、
金
沢
宿
か
ら
登
っ
た
道
と
合
し
ま
す
。
ま
た
、
茅
野
村

か
ら
、
木
落
し
の
脇
を
通
り
、
御
柱
道
を
登
れ
ば
、
八
ヶ
岳
山
麓
に

誕
生
し
た
幾
つ
か
の
新
田
村
に
通
じ
ま
す
。
こ
の
道
は
分
か
れ
て
、

湯
川
村
を
通
り
大
門
峠
を
越
え
る
と
、
大
門
村
か
ら
落
合
で
中
仙
道

に
合
し
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
道
は
、﹁
大
門
峠
道
﹂・﹁
佐
久
道
﹂・﹁
善
光
寺
道
﹂
等
と
呼
ば
れ
、

茅
野
村
が
分
岐
点
で
あ
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
観
点
に
立
っ
て
考
え

る
と
、
茅
野
村
は
、
交
通
上
大
変
重
要
ま
位
置
で
あ
っ
た
と
い
え
ま

し
ょ
う
。
旅
人
が
、
甲
州
か
ら
信
濃
に
入
り
、
蔦
木
宿
・
金
沢
宿
と

過
ぎ
て
坂
室
新
田
ま
で
ま
い
り
ま
す
。
こ
こ
ま
で
は
山
間
の
道
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
坂
室
の
坂
を
下
り
始
め
る
と
一
変
し
て
視
界
が
ひ
ら
け

ま
す
。
諏
訪
盆
地
で
す
。
こ
こ
茅
野
村
か
ら
諏
訪
藩
の
﹁
穀
倉
地
帯
﹂

が
始
ま
り
ま
す
。

　
茅
野
村
は
、
甲
州
街
道
の
交
通
の
要
所
に
、﹁
間
の
宿
﹂
と
し
て

発
展
い
た
し
ま
し
た
。
全
く
人
家
の
な
か
っ
た
場
所
に
、
新
し
く
甲

州
街
道
が
作
ら
れ
、
旅
人
の
便
宜
を
は
か
つ
て
、﹁
宿
場
﹂
に
準
ず

る
村
と
し
て
つ
く
ら
れ
た
の
で
す
。
従
っ
て
、茶
屋
・
商
家
等
が
で
き
、

江
戸
後
期
か
ら
末
期
に
な
る
と
、
政
治
・
経
済
の
中
心
と
な
っ
て
い

き
ま
し
た
。

　
更
に
、
明
治
に
な
れ
ば
、
学
校
・
村
役
場
・
郵
便
局
・
駐
在
所
等

公
の
施
設
は
、
す
べ
て
こ
の
あ
た
り
に
で
き
ま
し
た
。

烏
山
宿
︵
世
田
谷
区
︶

間
の
宿

諏訪大社上社本宮

おんばしら
最大の見所にして
最大の難所。
春先の川の水は
驚く程つめたあ〜い

前宮前

高部東

中河原中河原

中河原北中河原北
横内横内

宮川宮川

茅野茅野

茅野駅前茅野駅前

7 年に一度の
おんばしら
豪快な木落しは
見応えが
たっぷりです。

宮川沿いの田んぼは、冬になると寒天の干場に変わ
ります。この地方の冬は寒く、乾燥していて、雪が
比較的少ないため寒天作りに適した場所となってお
り日本一の角寒天の生産量を誇っています。
また、天日干しの風景は宮川の冬の風物詩となって
います。

GS

高速バス停

上川橋上川橋

宮川小

駐車場

GOAL

御
柱
街
道

浅川菓子店浅川菓子店・

甲州街道

御
柱
里
曳
き
祭
二
日
目
〜

三
日
目
。
大
勢
の
氏
子
を

乗
せ
、
御
柱
が
徐
々
に
立

ち
上
げ
ら
れ
て
行
く
。
上

社
本
宮
・
前
宮
合
計
８
本

の
御
柱
が
真
っ
直
ぐ
に
立

て
ら
れ
、
天
辺
に
御
幣
を

打
ち
付
け
、
基
礎
を
杭
で

固
め
ら
れ
る
と
そ
れ
ぞ
れ

の
地
区
の
御
柱
祭
が
終
わ

り
を
迎
え
る
。

大
木
が
神
に
な
る
建
御
柱

御
柱
祭

御
柱
祭

　
諏
訪
大
社
の
大
祭
﹁
御
柱
祭
﹂
は
数

え
で
七
年
ご
と
、
旧
暦
の
寅
年
と
申
年

に
行
わ
れ
ま
す
。

　
八
ヶ
岳
御
小
屋
山
か
ら
曳
き
出
さ
れ

る
御
柱
は
直
径
一
m
以
上
も
あ
る
樅
の

大
木
八
本
。

　
こ
の
祭
り
の
見
所
は
、
勇
壮
な
﹁
木

落
し
﹂
豪
快
な
﹁
川
越
し
﹂
そ
し
て
上

社
前
宮
の
﹁
建
御
柱
﹂
で
す
。

と
も
に
宮
川
地
区
が
舞
台
と
な
り
ま

す
。
次
回
御
柱
祭
は
、
令
和
十
年
、
戊(

つ
ち
の
え) 

申(

さ
る)

。
四
月
第
一
週
に

山
出
し
が
、
五
月
第
一
週
に
里
曳
き
が

行
わ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
年
は
一
年
中
各
神
社
で

小
宮
祭
が
あ
り
、
そ
の
数
は
千
以
上
と

な
り
ま
す
。

諏訪大社上社本宮

諏訪大社上社前宮 御柱川越し

貧乏神神社

円通山宗湖寺木落し公園

歩く時間>>> 歩く距離>>>
約 3時間 30分 約 6.0km

3 分 GOAL

60 分

40 分

80 分

START

寒天蔵・おかめ神社
三輪社

15 分

10 分

START

かんてんぐらかんてんぐら

木落し公園木落し公園

（諏訪大社～かんてんぐら）
寒天の里 宮川

宮川保育園宮川保育園
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